	基本操作－４１
	ガスボンベの取替え(２)

実入りボンベ取付け
	作    成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	・有毒ガスの場合は指定された保護具を付け、２人以上で行う。

・切替式の場合でも最初に使用を開始する時は単独使用と同様の操作を行う。

・ガスクロ等に使用されており、ボンベ取替え時に制御ループとの切離し等の必要なものは事前に処置しておく。  

・ボンベ接続口に油脂等を付着させるとガスクロの誤指示の原因となる為、注意する。

・エアー混入を嫌う分析計の場合はエアーのパージを実施する。 

(3)逆ネジのものがあるので確認する。

  メタルタッチのものは傷がないこと。ガスケットは、正規のもので傷等劣化のないものを使用する

(5)(11)容器弁は逆作動するものがあるので確認する。
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「使用中」の札を取付ける





終  了





単独使用





切替式





圧力調整弁で二次圧力の調整を行う





「実」の札が付いていることを確認する





容器弁を閉めスタンバイとする





払出しバルブ①を開ける





圧力を確認する





取付け部に洩れがないことを石鹸水等で確認する





容器弁を開ける





圧力調整弁のハンドルが反時計方向に回っている事を確認する





単独使用





切替式





開  始





ガスケットを挿入し　接続部②を　ボンベに取付ける





ボンベを固定しキャップを取外す





プロセス
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実入り





使用中





実入り





空
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プロセス





内容物に間違いないか確認する
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切替式の例





単独使用の例











